
中国四国農政局「消費者の部屋」のご案内

中国四国農政局では、広く地域住民の理解に支えられた
農林水産行政を推進するためのツールとして、「消費者
の部屋」を設置し、消費者とのコミュニケーションの強
化と消費者ニーズの的確な把握を目指しています。

中国四国農政局

【開催場所】 〒700-8532
岡山市北区下石井1丁目4番1号 岡山第2合同庁舎1階

北側玄関

【消費者相談窓口】 消費・安全部 消費生活課 ☎086-224-９４２８

中国四国農政局「消費者の部屋」展示コーナー
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№ 展示テーマ及び関係部署 主な展示内容 備考

4月12日 (月)～

ココロにおいしい冷凍食品（仮）

5月7日 (金)
経営・事業支援部　食品企業課
消費・安全部　消費生活課

5月10日 (月)～

植物検疫ってなあに
～農業と緑を守るために～（仮）

5月21日 (金)

神戸植物防疫所

5月24日 (月)～

はじめよう農福連携！
築こうＷｉｎ—Ｗｉｎのつながり！(仮)

6月4日 (金)

農村振興部　農村計画課

6月7日 (月)～

牛乳のこと、もっと知って、もっと飲もう（仮）
6月1日は「牛乳
の日」

6月18日 (金)

生産部　畜産課

6月は「牛乳月
間」

6月21日 (月)～

食育の環を広げよう！
～６月は「食育月間」です～（仮） 毎月19日は「食

育の日」

7月9日 (金)

消費・安全部　消費生活課

6月は「食育月
間」

7月12日 (月)～

安全な農畜水産物を食卓に届けるために！（仮）

7月30日 (金)
消費・安全部

農産安全管理課　畜水産安全管理課

8月2日 (月)～

ご存じですか？動物検疫（仮）

8月13日 (金)

動物検疫所　神戸支所

8月16日 (月)～

食品の家庭備蓄のすすめ
～私たちが災害に備えてできること～

（仮）
9月1日は｢防災の
日｣

9月3日 (金) 企画調整室
消費・安全部　消費生活課
農村振興部　防災課

9月6日 (月)～

行って・みて。感じて！
～農山漁村（むら）の宝～（仮）

　

9月17日 (金)
農村振興部

農村計画課　農村環境課

9月21日 (火)～

統計で見えてくる農業・水産業のすがた（仮）
10月18日は「統
計の日」

10月8日 (金)

統計部　統計企画課

令和３年度　「消費者の部屋」特別展示計画

展示期間

○冷凍食品とは？
○冷凍食品の購入のポイント
○「冷凍食品」の知っておきたいポイント
○冷凍食品の歴史
○冷凍食品のダミーパッケージの展示
○DVDの上映　など

○輸入禁止害虫の標本展示
○輸入禁止品の果実レプリカの展示
○関連パネル展示及びパンフレット等の提供
〇DVDの上映　など

「消費者の部屋」管理運営委員会

○中国四国地域の酪農の現状
○中国四国ご当地牛乳マップ
○酪農・乳業団体の広報誌の紹介　など

○食育活動表彰受賞団体の紹介
○食育月間・食育の日のポスター
○食育推進全国大会のポスター
〇「第４次食育推進基本計画」の紹介
〇バランスの良い食事例フードサンプルの展示
〇食育関連DVDの上映　など

○農薬、肥料、飼料及び動物医薬品の安全確保の仕組
み
〇牛のトレーサビリティの取組
〇食品安全に関するリスク管理のしくみ
〇野菜の栽培から出荷までの衛生管理
〇有毒植物等の紹介
〇関連DVDの上映　など

○「簡単！ローリングストック」の紹介
○国が備蓄している食品の展示
〇災害写真の展示　など

○中国四国地域の農泊に関するポスターの紹介
○日本農業遺産、世界農業遺産の紹介
○鳥獣害、ジビエの紹介　など

6

8

9

5

○動物検疫業務の紹介
〇家畜伝染病の恐ろしさと動物検疫の重要性
〇海外からの郵便物の紹介

1

2

7

4

10

〇農林水産統計の役割
○農林水産統計のデータ（農林業センサス、農業産出
額、海面漁業など）の紹介
○「統計の日」の紹介
○他省庁の統計データ（総務省の家計調査等）の紹介
など

○農福連携の概要、支援制度の紹介
○農福連携DVDの上映　など3



№ 展示テーマ及び関係部署 主な展示内容 備考

10月11日 (月)～

地域の農林水産物・食品を海外へ！（仮）

10月22日 (金)

経営・事業支援部　輸出促進課

10月25日 (月)～

農業の多面的機能と農業遺産（仮）

11月5日 (金)

農村振興部　農村環境課

11月8日 (月)～

「食をささえる農業研究」
～ニーズに応じた新品種～（仮）

11月19日 (金)
農研機構

西日本農業研究センター

11月22日 (月)～

知って、出会って「地域の宝」（仮）
11月24日は「和
食の日」

12月3日 (金)

経営・事業支援部　地域食品・連携課
11月は「和ごはん
月間」

12月6日 (月)～

来て、見て、知って！
～お米・米粉の魅力～（仮）

12月24日 (金)

生産部　生産振興課

12月27日 (月)～

　　　　　　　中国四国の国立公園展
～アクティブ・レンジャーが伝える自然と
活動～（仮）

1月21日 (金)
中国四国地方環境事務所　国立公園課

農村振興部　農村環境課

1月24日 (月)～

「LOVE　フラワーバレンタイン」（仮）

2月10日 (木)

生産部　園芸特産課

2月14日 (月)～

農村地域の更なる振興を目指して（仮）

2月25日 (金) 農村振興部
農村計画課　農地整備課　地域整備課

生産部　生産技術環境課

2月28日 (月)～

来てみんさい！岡山県の国有林。（仮）

3月11日 (金)
岡山森林管理署

森林技術・支援センター（協賛）

3月14日 (月)～

食品トレーサビリティのしくみ（仮）

4月8日 (金) 消費・安全部
消費生活課　米穀流通・食品表示監視課

　畜水産安全管理課

展示期間

11
○農林水産物・食品輸出に関する情報提供
○中国四国地域の取組事例等の紹介　など

12 〇農業の持つ多面的機能や農業遺産の紹介

13
〇各種研究成果のパネル展示、資料提供
〇関連書籍の展示（要覧、マニュアル、広報誌）
〇種子等の実物展示（米、麦）　など

14
○６次産業化の取組事例の紹介
○地産地消の取組事例の紹介
○地理的表示の取組事例の紹介　など

15

○米粉の用途基準とノングルテン米粉のJAS制定の紹
介
○お米、ごはんの大切な役割
○米粉製品の展示
○米粉料理のレシピ集の紹介
〇DVDの上映　など

16

○国立公園や国指定鳥獣保護区等にて各地区のアク
ティブレンジャーが撮影した写真
○中国四国地方の国立公園や活動紹介等のパネルの
展示
〇日本農業遺産及び世界農業遺産の紹介　など

20

○食品トレーサビリティの取組
○牛トレ－サビリティの制度と取組
○米トレーサビリティの制度と取組
〇DVDの上映　など

（注）この展示計画は、予告なく追加・変更されることがあります。

17

○花き業界統一キャンペーン「フラワーバレンタイン」の
ＰＲ
○中国四国管内の花きの特徴的な取組と産地パネル
の展示及びチラシの提供　など

18

○日本型直接支払制度の活動事例の紹介
○多面的機能支払制度の活動事例の紹介
○棚田地域の振興
〇環境保全型農業直接支払制度の概要　など

19
〇国有林の風景の写真
〇国有林を含むﾊｲｷﾝｸﾞ･ﾄﾚｯｷﾝｸﾞｺｰｽの紹介
〇林業の成長産業化に向けた取組の紹介　など



№ 展示テーマ及び開催場所 主な展示内容 備考

5月10日 (月)～

冷凍食品を使って食生活を見直し

5月24日 (月)
高松市中央図書館
（香川県高松市）

6月17日 (木)～

ご存じですか？
6月は「牛乳」と「食育」の推進月間です。

6月30日 (水)
オーテピア高知図書館
（高知県高知市）

8月25日 (水)～

考えてみよう！
農林水産業と私たちの食生活

9月6日 (月)
島根県民会館
（島根県松江市）

10月1日 (金)～

食品の安全とリスク～食中毒を
防ぐためにできること～（仮）

10月15日 (金)
愛媛県生涯学習センター

（愛媛県松山市）

10月12日 (火)～

統計で見えてくる
農林水産業のすがた（仮）

10月25日 (月)
徳島市立図書館
（徳島県徳島市）

12月1日 (水)～

冷凍食品を使って食生活を見直し（仮）

12月24日 (金)
山口県健康づくりセンター

（山口県山口市）

1月11日 (火)～

冷凍食品を使って食生活を見直し（仮）

1月21日 (金)
広島市まちづくり市民交流プラザ

（広島県広島市）

1月25日 (火)～

未定

2月8日 (火)
津山市立図書館
（岡山県津山市）

2月18日 (金)～

未定 　

2月19日 (土)
岡山市役所

（岡山県岡山市）
生産部と合同開

催

3月3日 (木)～

災害時に備えた家庭での食品備蓄の方
法について（仮）

3月16日 (水)
鳥取市中央図書館
（鳥取県鳥取市）

11月以降
予約開始

令和３年度　「移動消費者の部屋」展示計画

展示期間

○冷凍食品とは？
○冷凍食品の購入のポイント
○「冷凍食品」の知っておきたいポイント
○冷凍食品のダミーパッケージの展示　など

○牛乳が届くまで
○乳和食で強い身体をつくる！
○食生活、見直してみませんか？
〇ご存じですか？第4次食育推進基本計画　など

10 未定

○知ってる？日本の食料事情
○もっと野菜を食べよう！
〇農業・農村のいろいろな働き
〇中国四国地域の農産物を知ろう！　など

3

○冷凍食品とは？
○冷凍食品の購入のポイント
○「冷凍食品」の知っておきたいポイント　など

（注）この展示計画は、予告なく追加・変更されることがあります。

「消費者の部屋」管理運営委員会

○食品の安全とは
〇食中毒を防ぐための大原則
〇食中毒予防のポイント　など

○農林水産統計の役割
〇中国四国各県の農業、林業、水産業
〇実は…統計でこんなこともわかります　など

○冷凍食品とは？
○冷凍食品の購入のポイント
○「冷凍食品」の知っておきたいポイント　など

未定

未定

6

8

9

5

1

2

7

4





知って得する 食と農 の知識を
お届けします。

国 の局政中

宅 配 講 座型

連絡先

っ 得

講 座

食 と

知

農 の

【消費者団体等の皆さまが開催される研修会などに講師を派遣します！】

ご利用方法

講座を選ぶ
裏面の「講座一覧」の中から、受講を希望
される講座を選んでください。

会場等を確保する
主催者される皆さまにて会場や参加者、映
像機器(パソコン、プロジェクター、スクリー
ン)等を確保してください。

申し込む
下記の「連絡先」にお申し込みください。
その際、団体名、ご希望の日時・講座名、
参加人数などをお知らせください。

1

２

3

お申し込みまでの流れは以下のとおりです。ご不明な点は、下記の「連絡先」まで、お気軽にお問い
合せください。(講座の内容は、裏面の「講座一覧」をご覧ください。)

四 国

中国四国農政局 消費・安全部 消費生活課
〒700-8532 岡山市北区下石井1丁目4番1号 岡山第２合同庁舎
TEL 086-224-4511（代表） (内線 ： 2314､2399)
FAX 086-224-4530
＜ホームページ＞ www.maff.go.jp/chushi/heya/kouza.html

農

日々の暮らしの中で、「この食品は安全？」、「将来、食料や農業
は大丈夫？」といった疑問を持たれることはありませんか。

そんな疑問にお答えするため、中国四国農政局では、ご希望の
日時・場所に、職員を無料で派遣する「食と農の知っ得講座」を
実施しています。是非ご利用ください。

・講師の派遣に要する費用（交通費、資料代等）は無料です。

・会場につきましては、申し込まれる団体にてご用意ください。
（会場費等は、依頼者にてご負担をお願いします。）

・映像機器(パソコン、プロジェクター、スクリーン)等につきまし
ても、依頼者にてご用意ください。
なお、映像機器をお持ちでない場合は、ご相談ください。

・都合により、ご希望の日時に講師派遣ができない場合は、改
めて日程調整をさせていただきます。

・講義の内容につきましては、ご相談に応じますので、お気軽
にお問い合わせください。

・WEBでの開催をご希望の場合も、まずはご相談ください。



講座メニュー 主な内容 所要時間

食品の安全とリスク

楽しく健康な食生活を送るために、食品の安全につい
て正しい知識を持つことは、とても大切なことです。
本講座では、食品の安全やリスクについての基本的な

事項と、食中毒にならないために買い物から調理、食事
の後片づけまでの行程で、私たちがすぐにでもできる食
中毒予防方法をご紹介します。

60分

食品のトレーサビリティ

食品のトレーサビリティは、食品の移動を把握できること
で、食品事故等の問題があった場合、原因究明や商品回
収等を円滑に行うことに役立つものです。

本講座では、生産者や流通加工業者が食品トレーサビリ
ティに取り組む方法等についてご紹介します。

60分

知ってる？日本の食料事情

食料自給率は、国内の食料消費が国産の食料でどの程
度賄えているのかを示す指標です。

本講座では、日本及び世界の食料事情や、食料自給率
を向上するために、私たち一人一人ができることをご紹介
します。

60分

災害時に備えた家庭での
食品備蓄

食品の家庭備蓄を非日常のものと考えるのではなく、日
常の一部として、普段から無理なく楽しみながら取り入れ
ていくことが大切です。

本講座では、いざという時、自分や家族を守り、心のゆと
りをもつことができるよう、家庭での必要な備えについてご
紹介します。

60分

私たちの食と暮らしを支える
農業と農村

農業・農村は、食料の生産や豊かな自然、国土の保全な
ど多面的な機能を持つ国民全体の共有財産です。

本講座では、農業・農村の魅力や課題を知っていただく
とともに、地域ぐるみで農地、農業用水路や地域の環境を
守る取組についてご紹介します。

60分

中国四国農政局では、このほか、農業や食に関するパンフレットの提供、パネル等の貸出を行っておりますので、
ご希望がございましたら、表紙の「連絡先」まで、お気軽にご相談ください。

注１） 食中毒予防など詳細な衛生関係の講座については、最寄りの保健センター等へご相談ください。
注２）「所要時間」には、１０分程度の質疑時間を含みます。

座 一 覧講




